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作ᡂ日：ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺ 㻢 ᭶䠍㻞 日 

 

学校法人 東京滋慶学園 ベ䝹エポック美容専門学校 

第 㻝 回学校関係者評価委員会報告書 

 

報告書作ᡂ者：東 健一 

䠍． 開催日時 ᖹᡂ 㻞㻢 ᖺ 㻢 ᭶䠍㻞 日䠄木䠅 㻝㻡:㻜㻜～㻝㻣：㻟㻜 

䠎． 開催場所 学校法人東京滋慶学園 赤堀製菓専門学校 会議室 

䠏． 参加者  学校関係者評価委員 

䠄氏   ྡ䠅 

正宗 ༟    業界関係者䠄᭷限会社 西洋髪結 代表取締役䠅 

ᡃ妻 優子   ༞業生代表䠄ベ䝹エポック美容専門学校美容師科༞業生䠅 

山元 貴子   ༞業生保護者代表 

峰   茂治   在校生保護者代表 

穂浪 重夫   高校関係者䠄元拓殖大学第୍高等学校 教諭䠅 

鈴木 利昭   近隣関係者䠄原宿䠏୎目⏫会 副会長䠅 

学校側参加者 

中村 道雄   学校法人 東京滋慶学園    理事長 

小川 昭久           ྠ          評議員 

前川 昭男  ベ䝹エポック美容専門学校   学校長 

岩村  勇            ྠ          事務部 事務局長 

藤本 拓也           ྠ          教務部 美容師科学科長 

 

         学校側参加者䠄オブ䝄䞊バ䞊として参加䠅 

鈴木 恭雄            ྠ         事務部 キャ䝸アセンタ䞊長 

東   健୍           ྠ         事務部 学生䝃䞊ビスセンタ䞊長 

 

䠐． 会議の概要 

㻔㻝㻕 学園関係者の紹介 

㻔㻞㻕 理事長挨拶と学園の教育理念について 

㻔㻟㻕 委嘱状交付 代表授与 

㻔㻠㻕 理事長より法人の沿革と法人の事業計⏬について 

㻔㻡㻕 各委員ご紹介 

㻔㻢㻕 委嘱状交付 全委員授与 

㻔㻣㻕 ᖹᡂ 㻞㻡 ᖺ度自己点検䞉自己評価結果報告 

及びᖹᡂ 㻞㻢 ᖺ度重点目標の説明 

㻔㻤㻕 質疑応答及び審議 



㸦学校関係者評価委員ࡢࡽ࠿意見㸧 

評価項目 

学校関係者評価

委員ࡢ評価点 

㸦ᖹ均㸧 

㸱．優࡚ࢀいࡿ 

㸰．適ษ 

㸯．改善ࡀ必要 

評価委員ࡢ意見 

㸯 ． 教 育 理

念࣭目的࣭育

成人材像 

㸱．㸮 

࣭教育理念ࡣ簡潔࡛ศࡾ࠿やࡍいࠊࡓࡲࠋ教育理念を基࡟

職業教育を行࡚ࡗいࠋࡿ 

具࣭体的࡞目的を࡚ࡗࡶ教育࡟あ࡚ࡗࡓいࡀ࡜ࡇࡿわࠋࡿ࠿ 

㸰．学校運営 

㸱．㸮 

࣭単カᖺࡢ学校運営5ࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢ ᖺ後࣭10 ᖺ後ࡢ計画的

 ࠋࡓࡌ感࡜ࡿい࡚ࡋ࡟組織化を強固ࡢ職員ࡣ学校経営࡞

࣭判断基準ࡀ明確࡚ࡗ࡞࡟いࠊ࡛ࡢࡿ問題ࡀ起ࡓࡗࡇ際࡛

 ࠋࡿࢀ思わ࡜ࡿあࡀ力ࡿࡍく解決࡞ࡶ何事ࡶ

㸱．教育活動 

㸰．㸷 

学࣭生ࡿࡼ࡟授業満足度࢔ンケ࣮ࡢࢺ内容ࡣ適時実施さࠊࢀ

講師ࡣ࡟適ษ࡞フࣂࢻ࣮࢕ック࡞ࡀさ࡚ࢀいࠋࡿ 

࣭授業࢔ンケ࣮ࢺを࡚ࡋ࡞ࡇい࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡿくࠊそࡽ࠿ࡇ

見え࡚くࡿ問題ࡘ࡟い࡚ࡶ目を向࡚ࡅいく࢔ࠊ࡛࡜ࡇン

ケ࣮ࢺ実施ࡢ本来ࡢ目的ࡀ活࠿さ࡚ࢀいく࡜思うࠋ 

࣭学内コンテࡀࢺࢫ把握࡛࡚ࡁいࡣ࡜ࡇࡿわࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠿

外部業界主催ࡢコンテࡘ࡟ࢺࢫい࡚ࠊࡣ学校࡚ࡋ࡜積極

参加を࡚ࡋい࡞いࠋ外部評価をྲྀࡾ込ࡶ࡜ࡇࡴ教育ࡢ一

環࡚ࡋ࡜捕ࡽえࡀ࡜ࡇࡿ重要࡜考えࠋࡿ 

㸲．学修成果 

㸰．㸲 

࣭就職支援ࡣ結果ࡀ物語ࡼࡿう࡟問題࡞ࡣいࠋ 

࣭資格ྲྀ得ࡘ࡟い࡚ࠊࡶ自己評価ࡢ中࡟あࡼࡿう࡟常࡟全

員合格を目指ࡼࡣ࡜ࡇࡍいࠋ結果ࡀ追いࡘくࡼう࡚ࡋ࡟

いく努力ࡀ必要࡛あ࡜ࡿ考え࡚いࠋࡿ 

࣭卒後ࡢࡾࡀ࡞ࡘࡢ希薄さを感ࠋࡿࡌ卒業生ࡢ支援体制ࡔ

考え࡚ࡵ含ࡶࡾ関わࡢࡽ࠿在学中ࠊく࡞ࡣ࡛ࡢを問うࡅ

 ࠋ思う࡜ࡿあࡀ必要ࡿ

㸳．学生支援 

㸰．㸰 

࣭一通࡚ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡢࡾい࡜ࡿ思うࠋ 

࣭留学生ࡢ入学者ࡀ一昨ᖺࡽ࠿発生ࠊ࡛࡜ࡇࡢ࡜ࡓࡋ留学

生をケ࡚ࡋ࢔いくࣀウࣁウࡢ蓄積࡞ࡀいࡀ࡜ࡇ伺えࠋࡿ

留ࠊࡀࡿ当然࡛あࡣ法令遵守ࡶ最低࡛ࡣい࡚ࡘ࡟点ࡢࡇ

学生ࡢニ࣮ࡶࢬ聞ࡁ入࡚ࢀいくࠊ࡛࡜ࡇ留学ケࡢ࢔質ࡢ

向ୖࡀ見込࡜ࡿࢀࡲ思うࠋ 

࣭外部ࡢ࡜連携ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ更ࡿ࡞拡充ࡀ必要࡛あ࡜ࡿ感

 ࠋࡓࡌ



㸴．教育環境 

㸰．㸷 

࣭教具ࡘ࡟い࡚経ᖺ劣化࡚ࡋいࡀࡢࡶࡿあࡼࡿうࠊࡀࡔ迅

長ࠊࡀࡔ࡜ࡇࡢ࡜い࡞ࡀ影響ࡣ࡟授業࡚ࡗࡼ࡟修理࡞㏿

期的࡞計画ࡢ中࡟教具ࡢ項目を加え࡚ࠊ入ࢀ替えを適宜ࠊ

行うࡼう検討ࡀ࡜ࡇࡿࡍ妥当࡛あࠋࡿ 

㸵．学生ࡢ募

集ࡅཷ࡜入ࢀ 㸰．㸵 

教࣭育ࡢ実態࡜募集活動ࡿࡅ࠾࡟紹介ࡢ内容࡟差異࡞ࡣいࠋ 

࣭ཷ験者ࡢ不利益࡞ࡽ࡞࡟いࡼう運営ࡀ࡜ࡇࡿࡍ大ษࡇࠋ

 ࠋࡿ言えࡀ࡜ࡇࡌ同ࡶ࡟対応ࡢ入学辞退者ࠊࡣࢀ

㸶．㈈務 

㸰．㸳 

࣭㈈務状況ࡘ࡟い࡚ࡢ把握࡚ࡁ࡛ࡣいࠊࡀࡿ専門部署ࡽ࠿

 ࠋࡿࡌ感࡟うࡼࡿい࡚ࡗࡲ࡝࡜࡟状況把握ࡢ身ཷࡢ

࣭学校ࡢ࡚ࡋ࡜中長期的࡞事業計画ࡢ中࡛ࡢ収支計画ࡣ確

立࡚ࡋいࠊࡀࡿ学園ࡢ状況࡛ࡲ把握࡛࡚ࡁい࡞いࠋ 

㸷．法令等ࡢ

遵守 

㸰．㸵 

࣭法令遵守ࡢ点࡛ࠊࡣ厚生労働省所管ࡢ学科ࡀあ࡛ࡢࡿ問

題࡞く運営さ࡚ࢀいࠋࡿ 

࣭法令遵守࡟関ࡣ࡚ࡋ学内࡛ࡶ担当者ࡀࡳࡢ深く関わࡾ全

体へࡢ理解ࡀ乏ࡋいࡼう࡟思わࠋࡿࢀ学校職員ࡢ全体周

知࡞ࡣ࡛ࡅࡔく理解を深࡚ࡵいく必要ࡀあ࡜ࡿ思わࢀ

 ࠋࡿ

㸯㸮．社会㈉

献࣭地域㈉献 
㸯．㸴 

࣭学校ࡽ࠿地域࡟向ࡢ࡚ࡅ発信࡞ࡀいࠋ 

࣭外部ࡢࡽ࠿依頼ཷ࡝࡞身ࡢ関わ࡚ࡗ࡞࡟ࡾいࠋࡿ 

࣭学内サロン࡝ࡢ展開࡚ࡋいࠊࡀࡿあくࡶ࡛ࡲ教育主体࡜

 ࠋいࡓࡀいいࡣ࡜社会㈉献࣭地域㈉献ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞

意見ࡢ活用 

࣭ᖹ成 26 ᖺ度ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ重点項目ࡶ࡟掲࡚ࡆいࠕࠊࡾ࠾࡜ࡿ人間性教育ࡢ徹底 ࡞実践的ࠕࠖ

経験ࡀ積ࡿࡵ教育環境ࡢ整備 身ཷࠊいく中࡛࡚ࡋ低ୗࠖを目指ࡢ離職率ࡿࡼ࡟企業連携ࠕࠖ

 ࠋࡿࡍを実施ࡳ組ࡾྲྀ࡞積極的ࡢ学校発信ࠊく࡞ࡣ運営࡛ࡢ

࣭各項目ࡢ意見集約をࠊ࡜ࡿࡍ細部ࡢ詰ࡵをࢁ࠾そ࡞ࡋ࡟࠿い࡜いう意識࡛業務ࡾྲྀ࡟組ࡇࡴ

 ࠋࡿ考え࡚い࡜ࡿく࡚ࡗࡀあࡣ評価࡛࡜

 

 


